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中国四川省産薬用植物 Salvia grandifoliaの化学成分
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【目的】中国雲南省北西部から四川省南西部にまたがる横断山脈地域に生息する
植物は、その入り組んだ地形ゆえに植物の分化、多様化が進んでいると言われて
いる。我々は、この地域に生息する植物について、その化学的遺伝的調査を継続
的に行ってきた。本研究では Salvia属植物に注目し、Salvia grandifoliaの化学成分
探索を行った。 
 

【方法】S. grandifoliaの根部分について、MeOH抽出を行った。抽出物について、
含水 MeOHに溶解させた後、Hexane、EtOAcを用いて分配操作を行った。分配に
よって得られた Hexane 層、EtOAc 層について各種カラムクロマトグラフィー 
(ODS, Silica gel)、HPLCを用いて分離操作を行った。単離された化合物は、1D、2D 
NMR や IR, MS を用いて構造解析を行った。さらに得られた化合物について殺細
胞活性試験を行った。 
 
【結果】S. grandifoliaの根部分より、6種の新規転位型アビエタンジテルペンおよ
び 11種の既知化合物が単離された。いくつかの新規化合物は、HeLaおよび HL-60
に対して穏やかな活性を示した。 


